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今月の主な内容

JC 見聞録

　平成 23年１月 17日（月）、半田高砂殿にて一市五町の首長を始め、多くのご来賓
や諸団体の方々に出席いただき、盛大に新春賀詞交歓会を開催することができました。
　当日は、書道家の江川美揮子氏により社団法人半田青年会議所の本年度のスローガ
ンである「Ｂｅ　ｃｏｎｆｉｄｅｎｔ（自信）」の書筆で華やかにオープニングを飾
りました。日頃のご支援ご協力に感謝するとともに、積極的な交流・情報交換を行い、
本年度の活動方針を明確に示し、社団法人半田青年会議所をＰＲすることで会員拡大
にも繋がる第一歩になったと思います。　　　会員拡大委員会【委員長】大橋　将太

理事長メッセージ「東日本大震災ついて」

●理事長メッセージ　●支援活動報告
●新春賀詞交歓会　●京都会議報告
●２月例会報告
●４月例会　開催告知
●委員会事業報告
●地域に貢献する方々の紹介

　関東・東北地方における大地震に際し、被災された方に心よりお見舞い申しあげます。被害
の全貌が少しずつ明らかになるにつれ、被害の大きさ、ことの重大さが伝わり、まさに「未曾
有の国難」と呼ばれる巨大地震が起こりました。被災地の多くのメンバーも未だ連絡が取れず、
安否の確認が取れていません。そして、福島原子力発電所の問題や今もなお続く余震など予断
を許さない状況が続いています。
　しかし、こんな時だからこそ力を合わせて、諦めず果敢に行動していかなければなりません。
そしてまた力強い日本を取り戻すために皆様の力が必要です。今出来ることからはじめていきましょう。短期的な支援で
はなく、長期的な支援を心よりお願い申し上げます。　　　　　　　　　（社団法人　半田青年会議所　理事長　竹内辰幸）

　３月 11 日に起きた東日本大震災の支援活動として３月 13 日より半田運動公園
等各地にて募金活動や被災地へ支援物資を配送する活動を行いました。また他の団
体とも合同で支援活動を行い、この活動は広がりを見せています。半田運動公園で
は、募金だけでなく被災者への応援メッセージを書いていただいたり復興の願いを
込めて千羽鶴を折っていただいたりしました。今後もこの活動を風化させることな
く更に大きな力にできるように続けていきたいと思います。
　これまでにいただいた善意の募金総額は 1,281,634 円（３月 20日現在）です。
いただいた募金は公益社団法人日本青年会議所を通じて「東日本大震災」の被災地
の復興を目的として寄付させていただきました。

Be Confident
有機的地域社会の構築

　１月 20日（木）～ 23日（日）にかけて 2011 年度の京都会議が開催されました。
京都会議とは、公益社団法人日本青年会議所の新年度のスタートとなる通常総会を
はじめとする諸会議を総称しています。本年度は公益社団法人へ移行後ということ
で、一般の参加者向けの地域の自立化や憲法等を考える各種セミナーが多数開催さ
れました。私もその内の１つに参加し、例年とは違った意味で、とても有意義な時
間を過ごすことができました。ここで得た事を、今後の活動に役立て、本年度の担
当でもある青少年育成事業に繋げていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　未来に輝くひとづくり委員会【委員長】新海　正和

　２月 11日（金）大雪の中、名古屋国際会議場において２月例会（愛知ブロック協
議会名古屋会議）が開催されました。当例会では、2011 年度の愛知ブロック協議会
の基本方針、活動内容を確認し、更なる親交を深めることができました。今年度のス
ローガンは「ＯＭＯＩＹＡＲＩでつなぐ愛知の絆」です。元中日ドラゴンズの立浪和
義氏の体験に基づく講演を聞いて「絆」の大切さを改めて確認することができました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域の力発信委員会【委員長】服部　利吉
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地域に貢献する方々紹介

　安心して暮らせるまちづくりを目指し、困ったときはお互いさまと助け合
う市民活動をされている団体です。
　たすけあいサービスや地域のふれあいの場の提供、介護保険、障がい福祉
事業、産後間もないお母さんの子育て支援、学童保育、軽食喫茶を楽しみな
がら多世代間交流ができるりんりん茶屋、昭和喫茶の運営等さまざまな事業
を通じて、助け合う心ですべての人が健康で安心して暮らせるいいまちづく
りを目指して活動をされています。

特定非営利活動法人りんりん

　2011年１月１日、社団法人半田青年会議所は75名の正会員で新たな一年のスター
トを切りました。ピーク時には150名超の会員数を誇った時代もありましたが、現
在はその約半数。時代背景・社会情勢もありますが、会員数の減少は顕著な問題です。
　そこで、本年度は「もう一度 100 名ＬＯＭ」を目標とし「最低でも 25名拡大」
を目指して地域に、地域の青年にＪＣの魅力を伝えて拡大活動をしております。
　募集締切は４月 25日（月）。一人でも多くの同志を募れるよう、皆様のご協力
をよろしくお願い致します。

4月例会開催告知
日時：４月20日（水）  19:00～
会場：クラシティ半田３Ｆ 市民交流センターホール

４月 20日、クラシティ半田においてまちづくり
事業を開催します。たくさんの方々のご参加お
待ちしております。

　「皆を幸せにするには」をテーマに三綱五常（夫婦・親子・社会的上下関
係における慈愛・正義・礼節・知識・誠実の実践）のもと開催される饗の会。
１歳～ 88歳の方々が参加して手作りの野菜を持ち寄り調理して食する活動
をされています。回を重ね 100 回という節目を越え、今回 111 回目の開催
となりました。この会は、病気をされ、引きこもりがちになりそうな人や身
体の調子を壊している人を誘ったり、旬のものを食べて食生活を改善しよう
と提案したり、愛情あふれる雰囲気の中、活動を進めています。また調理し
た際に出た生ゴミも消滅させて、地域を良くするためにできることを色々な
観点から活動し、波及させている団体です。

人間性復活運動本部・半田支所  饗の会（あえのかい）


